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学校評価の流れ（※平成30年度の学校評価が平成31年度（令和元年度）および令和2年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立京陽小学校 校長 青木　幸代

京陽小学校校区教育協働委員会 委員長 藤田　英典

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正 平成３０年３月３０日教育長決定要綱第７号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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平成30年度　学校評価　品川区立京陽小学校

評価項目１　（学力に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

区学力定着度調査（４月実施）では、全ての教
科・学年について、昨年度の標準スコアを維持な
いしは上回ることができる。

達成：３年国語、３年算数、４年国語、４年算数、６年社会、６年理科
おおむね達成：５年国語、６年算数
未達成：５年社会、５年算数、５年理科、６年国語

B

年間６本の校内研究（算数科）授業の実施や、
「魅（見）せる授業」の取り組みにより、児童の資
質・能力を確実に高める授業の実現を図る。

「考える楽しさを味わう授業づくり　～算数科を通して～」をテーマ
に、全教員が協働して６回の研究授業を行うことができた。児童の意
欲を高める指導について知見を高めることができた。

A

あらゆる学習で、児童が主体的に「思考⇔表現」
する場を充実させ、学ぶことの楽しさを味わうこと
ができるようにする。

考えたことを発表する場を１時間の授業の中で、また単元の中で、
適切に設けた授業を展開している。 B

週３回の帯学習や年間１２回の土曜帯、言葉の
時間、さらには家庭学習を充実させ、漢字・計算・
読解力の定着を図る。

週３回の帯学習により、「読み」「書き」「計算」の習熟を図ることがで
きている。 B

ボランティアの活用もしながら、週３回の心の時
間や図書館を利用した学習を充実させる。また、
四季の俳句作りも継続し、感性と言語能力の向
上を図る。

学校支援地域本部による調整のもと、図書館ボランティアや読み聞
かせボランティアが活発に機能し、児童の読書活動が安定・充実し
ている。四季の俳句づくりも確実に行われ、コンクールで表彰される
児童も多くいた。

A

学力分析報告会（８月）の実施を通して、調査結
果を指導改善に活かすサイクルを確立する。

８月末に、学力分析報告会を実施し、授業改善の方策を協議するこ
とができたi-Checkの結果分析とも合わせ、２学期からの学級づくり・
授業改善に役立てることができた。

A

正しい着座姿勢を日常的に維持できる児童の割
合を、（年度末までに）８割以上とする。

足裏全体を床に付けていない児童が多い。 C

「５つの学習の約束」について定期的に自己評価
を実施し、意識や意欲の向上を図る。

１学期末、２学期末それぞれに、児童の自己評価を行うこと
で、意識化を図ることができた。 B

掲示物や保健指導の充実を図るとともに、授業
中に姿勢に意識を向ける言葉がけを適切に行
う。

１学期の朝会で、全校に姿勢指導を実施。また、身体測定時
に学級ごとの指導も行い、姿勢を整えようとする意識喚起を
図った。

A
Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

□掲示物の工夫、養護教諭による姿勢につ
いての指導、授業中の具体的な指導につい
ての共通理解など行ってきたが、未だ成果
が上がらない。担任、担当による組織的な指
導をさらに工夫・展開する。②

◎確かな学力と、学びに向かう力を育てる。
　◇「５つの学習のやくそく」にのっとり、全校一致した指導をし、徹底させる。今年度は学習中の姿勢を重点とする。
　◇「考え表現する。表現することでさらに考える。」ことを重点に、日々の授業改善を図る。
　◇思考・判断・表現の基礎としての、読解力・計算力を確実に定着させる。

□調査結果によれば、一部の学年や教科に
おいて、昨年度に比べ、わずかではあるがス
コアを下げたものがある。調査結果の分析を
確実に行い、指導改善を図る。

□理科については、令和元年度校内研究の
研究教科としている。調査結果を改善するこ
とはもとより、教科・教材の本質を正しく追求
しながら、よりよい授業を展開することができ
るようにしていく。

□社会科においては、基礎的な知識を、日
常の授業の中で確実に定着させる手立て
を、具体的に講じる。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



平成30年度　学校評価　品川区立京陽小学校

評価項目２　（人間性や社会性に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

i-Checkの「自己認識」（４項目）における肯
定値を８０％以上にする。

調査結果によればおおむね達成できているといえるが、児童それぞ
れや集団によっては、さらに指導が必要な状況もある。 B

学級・学年、たてわり班活動、地域の方々
（異校種や異年齢の方々）との交流を充実さ
せ、相手の気持ちを考えたり認め合う（認め
られる）経験を多く積ませる。

たてわり班遊びを土曜授業日の３０分休みに位置付け、年間８回実
施したことにより、遊び方や交流の様子が充実してきた。１，２年生
の交流授業や、保育園児との交流も、意図的・計画的に実施するこ
とができた。

A

学校行事などあらゆる場面で一人一人の児
童の「出番」を保証し、適切に評価しながら、
満足感・達成感を味わわせる。

「出番」を保証すると同時に、事後の振り返りや評価を工夫した。大
きな行事では、児童間の感想の交流など、他者による評価を行い、
満足感や達成感、自己肯定感を味わわせるように努めた。

A

「５つの生活の約束」についての自己評価
で、肯定的評価をする児童を８割以上とす
る。

「あいさつ」「廊下の歩き方」について、年度の後半、肯定的な評価が
８割に至らなかった。 B

重点目標についての定期的な自己評価で、
意識・意欲を高める。

全児童の自己評価を計画的に行い、その結果を指導に活か
すことができた。 B

毎週月曜日の朝会時に、望ましい行動の
あった児童を具体的に紹介するなど、全職
員で一致して、肯定的評価を積み重ねる生
活指導を展開する。

毎週月曜日の朝会では、週番の担当教員より、「気持ちのよいあい
さつ」を実践していた児童を名前を挙げて紹介することを繰り返し
た。児童の意識は高まりつつある。来校者へのあいさつは、課題で
ある。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

□学校公開時の保護者アンケートによれ
ば、「あいさつ」の状況は高学年に上がるほ
ど「よい」と評価されている。高学年を手本に
してほしいと考え、２学期から、たてわり班を
活用した毎朝の「あいさつ」運動に取り組ん
だ。引き続き、地道な指導を行う。

□全体の場で、児童のよい行動を、”名前を
挙げて”紹介することは、児童の励みになっ
ていくことが見て取れた。今後も、一人一人
の小さながんばりを、確実に見取り、適切に
評価していく。

○社会性・人間性＝「思いやる心」であり、そのベースは、想像力であると考える。豊かな想像力をはぐくむとともに、
他者を思いやって行動する力を高める。
　◇他者とかかわる活動、様々な体験を充実させ、他者の気持ちに「思いを馳せる」経験を積ませる。
　◇自然・実物・本物・・・に触れる体験を充実させ、体験を通して感じ、考え、学ぶことができるようにする。
　◇他者を尊重して、適切に関わりながら行動する力を育む。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

□全体の状況はおおむね良好である。

□i-Checkなどによれば、表面には表れてい
ないが、自己肯定感が十分でない児童がい
る。担任や各担当が、児童一人一人の心の
在り様をしっかりと見取り、向き合うことを、
今後とも大切にしていく。



平成30年度　学校評価　品川区立京陽小学校

評価項目３　（体力・健康に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

スポーツテストにおいて、全ての学年・種目
で前年度の結果を上回る。

同一学年の経年変化では、前年度の結果とおよそ同程度の
結果であった。 B

２０分休みは外遊びを徹底する。
教師の声掛けや指導により、外遊びをする児童は多いが、徹
底するまでには至らない。スポーツタイムやたてわり班遊びな
ど、全校児童の取組では十分にできている。

B

月２回、各３０分間のスポーツタイムを設定し
スポーツトライアルを活用して運動に親し
む。

校庭・体育館・ひらさん広場と、教員が協力して運動に親しむ
環境をつくり、取り組むことができた。また、職員室廊下に記録
を掲示し、運動への関心を高めることができた。

A

スポーツタイムや土曜授業日の３０分間たて
わり遊びでは、体育館や近隣の「ひらさん広
場」も活用して、運動の質を高める。

年間約１０回程のたてわり班遊びでは、高学年が中心となって
話し合った内容（鬼ごっこなど）に取り組んでおり、異学年の交
流というねらいは達成できたが、運動の質的向上は難しい。

B

家庭と連携しワンミニッツエクササイズを確
実に継続させる。適時評価し、児童の意欲を
高める。

月毎・学年毎に職員室廊下の掲示板に皆勤賞の児童名を掲
示し、取組を奨励している。家庭の協力が重要なので、学校便
りやホームページ、ＰＴＡとの協力等、さらに児童の意欲を高め
ていく。

B

う歯率を１０％以下、治癒率１００％をめざ
す。
給食の残菜を、週平均　５％以下にする。

う歯率、治療の状況　達成
給食の残菜　　未達成 B

歯科校医による歯科講話や歯磨き指導を充
実させ、口腔内の健康に対する児童や保護
者の意識を高める。

毎年、全学年で歯科校医による歯科指導を実施。発達段階に
応じた動画やグラフ・表等の資料を準備していただき、分かり
やすく歯磨きのコツや課題を教わり、歯磨きの時間に活かすこ
とができた。

A

栄養士や産地の食材提供者と連携し、食育
授業を実施する。

オリパラ教育による諸外国の料理紹介や、安全・安心な食材
と調理方法など、給食委員による放送で食育への関心を高め
ている。給食前の講話により、食材や食に関する指導をしてい
る。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

□保健指導の計画的な実施や、保健だより
等を活用した保護者への啓発の成果が出て
いる。

□ＰＴＡとの連携により、学校保健委員会（８
月実施）に多くの保護者が参加し、校医によ
る講話を直接聞くことができている。今後も、
継続・充実させていく。

□今後、児童の視力や、デジタル機器の適
切な利用の仕方などについて、課題を明確
にして対応していきたい。

○「知」「徳」のベースとなる、「体」であることを理解し、進んで運動に親しむとともに、自ら健康づくりに取り組む力を
はぐくむ。
　◇「よい姿勢」「２０分休みは外遊び」を重点とし、全校で一致して取り組み、体力向上を図る。
　◇スポーツタイムや家庭でのワンミニッツエクササイズを通して、運動の習慣を身に付けさせる。
　◇健康教育や保健指導、食育授業を充実させ、望ましい生活習慣の確実な定着を図る。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

□スポーツテストの結果によれば、多くの学
年で「反復横跳び」が顕著に低い傾向が見て
取れる。休み時間の外遊びの徹底に引き続
き取り組むとともに、低学年では鬼ごっこ、中
～高学年でも、すばやい動きが必要な運動
を積極的に取り入れていく。

□「体」に関することは、家庭の力に依るとこ
ろが大きい。姿勢を正しくすることの重要性、
デジタル機器の利用の仕方が健康に及ぼす
影響など、望ましい生活習慣の確立に向け
た情報を保護者に積極的に提供していきた
い。そのために、校医の先生方との連携、学
校保健委員会の活用などをさらに充実させ
ていく。



平成30年度　学校評価　品川区立京陽小学校

評価項目４　（いじめの防止の取組に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

i-checkの「社会性」（４項目）における肯定値
を８０％以上にする。

調査結果によればおおむね達成できているといえるが、児童それぞ
れや集団によっては、さらに指導が必要な状況もある。 B

学級・学年、たてわり班活動、地域の方々（異校
種や異年齢の方々）との交流を充実させ、相手
の気持ちを考えたり認め合う（認められる）経験を
多く積ませる。（再掲）

たてわり班遊びを土曜授業日の３０分休みに位置付け、年間８回実
施したことにより、遊び方や交流の様子が充実してきた。１，２年生
の交流授業や、保育園児との交流も、意図的・計画的に実施するこ
とができた。（再掲）

A

学校行事等と関連付けながら市民科学習を効果
的に実施し、人間関係形成の実践力を高める。

行事ごとの「ねらい」を、教職員で再確認して取り組むこと、事後に
は、児童、教師共に振り返りを確実に行い、「ねらい」の達成につい
ての検証を行うことを大切にしてきた。

B

「ぞうの気持ちデー」を始めとした児童会活動を
充実させ、児童が主体的に行動したり解決したり
する力を育む。

「ぞうの気持ちデー」について、関係児童は真面目に取り組んでいる
が、やや形骸化してきている。児童の「取り組みたい・解決したい」と
いう思いを引き出す指導をさらに工夫したい。

B

全校朝会等で、望ましい行動を具体的に紹介し
価値付けることを積み重ね、個々の自己肯定感
を高めるとともに、集団の意識を向上させる。（再
掲）

毎週月曜日の朝会では、週番の担当教員より、「気持ちのよいあい
さつ」を実践していた児童を名前を挙げて紹介することを繰り返し
た。児童の意識は高まりつつある。来校者へのあいさつは、課題で
ある。（再掲）

B

i-Checkの「学級環境」（４項目）における肯定値
を８０％以上にする。

一部８０％にわずかに至らない学級があるが、全校としてみれば達
成 A

担任・担当と児童との日常的な会話や観察、生
活アンケート、SCによる面談なども活用し、常に
児童の気持ちを確実にキャッチする。

日常的に児童と「ともにある」ことはもとより、生活アンケート実施後
の担任と児童の面談、学年の先生（担任でないもう一人）との面談な
どを実施し、児童の様子を確実に把握することに努めた。

A

学級経営上の諸問題を一人で抱えず、管理職、
同僚に速やかに報告・連絡・相談を行う組織とす
る。また、保護者との連絡も密にし、協働して問
題解決にあたる。

毎週火曜日に「企画会」（主幹・学年主任による打ち合わせ）、木曜
日の放課後に「学年会」を位置付け、組織で情報を共有するシステ
ムを強固にした。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

□全体の状況はおおむね良好である。

□i-Checkに表れた学級の状況について、夏
季休業中に、担任や学年がしっかりと受け止
め分析することによって、児童の気持ちや変
化を、教師がよりキャッチできるようになって
きた。

□組織内での情報共有を、今後も大切に行
う。

重点目標

○他者を大切にする心と、その素地となる、自尊感情をはぐくむ。
　◇他者とかかわる活動を充実させ、他者の気持ちに「思いを馳せる」経験を積ませる。（再掲）
　◇生活に根ざした市民科学習の充実を図る。
　◇「いじめは起こる」ことを前提に、常に児童一人一人の心の在り様を把握し、いじめの未然防止を図る。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

□全体の状況はおおむね良好である。

□i-Checkなどによれば、表面には表れてい
ないが、疎外感を感じていたり、他者からや
学級内での支え合いが十分でないと感じた
りしている児童がいることがわかる。担任や
各担当が、児童一人一人の心の在り様を
しっかりと見取ること、一見”小さなトラブル”
であっても、見過ごさずに事実や児童の気持
ちに向き合うことを、今後とも大切にしてい
く。

□行事を始めとした様々な教育活動の「ねら
い」を学年として明確にし、指導・評価するこ
とを、今後も徹底して行い、人間関係形成能
力を確実に身に付けさせる。
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評価項目５　（出会いを生む教育活動の推進）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

障害の有無や肌の色の違い等、様々な違い
を肯定し、互いに認め合い支え合うことの大
切さに対する理解が深まる。

児童のオリパラノートや、学習後の振り返りの記述から、”違い
を肯定”したり、”互いに認め合い支え合う”ことの大切さを感
得していることがわかる。

A

様々なアスリートや外国の人々等を招へい
し、直接交流しながら学ぶ授業を各学年で展
開する。

オリパラ教育委員会が中心となって、ねらいや児童の発達段
階に応じた学習活動を実施した。講演や実技を通して、生き方
や考え方、スポーツの楽しさを学ぶことができた。

A

世界ともだちプロジェクトに取り組み、他国の
多様な暮らしぶりを知ることができるようにす
る。

アメリカ大使館との交流やユニセフ教室など、諸外国の生活
や文化、子どもたちの暮らし等を学び、「豊かな国際感覚」を育
成する学習活動を展開することができた。

A

先人の苦労の上に、今自分たちがこの京陽
小学校で豊かに過ごしていることに気付く。

児童の振り返りなどから、達成できたことが明らかであった。 A

昔の学校や地域のことについて学び、過去
に出会い、そこからつながってきた今である
ことを学ぶことのできる活動を展開する。

校長の月曜講話や開校１４０周年記念集会・式典、記念誌や
資料を通して、学校と地域の歩みを学び、開校１５０周年という
未来の学校を想像させ、歴史をつくる一員としての心情や態
度を育てることができた。

A

同窓生との出会いの場を作り、そのつながり
の中の自分であることに気付くことができる
ようにする。

開校１４０周年記念を迎え、歴史と伝統のある京陽小学校で学
ぶ自分を、ウインターフェスティバル等の実現に協力する保護
者や地域の様子から気付くことができた。同窓会の方との出
会いを学びにつなげることは課題である。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

□１４０周年という機会を最大限に活かし
て、”先人からつながって今の自分がここに
在る”ことを感じさせたいと考えた１年であっ
た。地域関係者や同窓会の皆様のお力を得
て、全校を挙げて指導し、達成することがで
きた。

□かるた作成や、記念集会、式典への参加
など、いずれの取り組みにおいても、”児童
自身が感じたり思いを馳せたり”することを重
点に、活動を計画・実施した。

○「出会いを通して学ぶ」ことのできる教育活動を展開する。
　◇オリンピック・パラリンピック教育推進アワード校として、多様性を尊重し共生社会を自ら創ろうとする
　　心情のもとを育む。
　◇１４０周年の節目の年だからこその出会いを通して学ぶことができるようにする。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

□密度の濃い学習が展開できた。

□授業でのゲストティーチャーとの交流で
「気付いた」「わかった」「理解した」ことが、ど
んな場面でも、”違いを認め合う”ことのでき
る実践力に結びついてこそのオリパラ教育で
ある。オリパラ学習での学びを、日常の他者
とのかかわりや、広く世界や社会全体のこと
を考える場面で活用できるよう、指導してい
く。


